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「第２次滝川市環境基本計画・地域行動計画」とは

目指すべき環境の姿を実現するため、次のとおり基本目標を掲げ、この基本目標を達成する

ため、環境を構成する４つの分野のそれぞれに基本目標を定めます。

◇第２次滝川市環境基本計画・地域行動計画 年次報告書とは･･･

滝川市では「第２次滝川市環境基本計画・地域行動計画」（以下「環境基本計画」という。）とい

う環境に関する計画を平成 28年３月に策定しました。環境基本計画では、滝川市が環境において

どのような取組を行っているか、また、実際にどこまで成果が上がっているのかなどを、毎年、検

証することも取り決めています。この報告書はその一環として前年度の状況などをとりまとめて、

皆さんにご報告するためのものです。

計画では令和７年度までに、次のとおり具体的な数値目標を設定しています。

項 目 目標値 備 考

市民１人・１日当たりのごみ排出量(家庭系ごみ)

※資源ごみは除く
500g ―

リサイクル率 25.0% ―

省エネモニターの CO2 排出量 年平均１%減 ―

滝川市の公共施設におけるエネルギー消費量 4,250kg ―

エコネット登録団体の自然保護活動参加人数 8,700 人 ―

農業体験授業(事業)実施校数 150 校 ―

環境学習リーダー養成講座の受講者数 350 人
第１次計画 175 名から

の累計

環境市民大会における参加者の平均評価点 85 点以上 ―

目標１ 生活環境

環境にやさしく資源を有効に活用する循

環型社会を目指すまち

目標２ 地球環境

エネルギーを大切にし、環境への負荷の少

ないまち

目標３ 自然環境・農業

身近な自然と触れ合うことでその大切さ

や素晴らしさを実感できるまち

目標４ 環境コミュニティ

みんなが学び、共有することによる環境保

全の環（わ）が広がるまち

豊かな環境を１人ひとりが守り育む

『環（わ）のまち』たきかわ
基本目標
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１ 令和元年度における数値目標の達成状況について

※1 資源ごみ及び資源回収除く

区分 単位 元年度 30 年度

収集人口 ① 人 39,414 39,997

収集世帯 世帯 21,189 21,365

家庭系

生ごみ ｔ 1,585 1,638

燃やせるごみ ｔ 5,189 5,282

燃やせないごみ ｔ 466 528

粗大ごみ ｔ 842 1,010

資源ごみ ｔ 603 658

計 ② ｔ 8,685 9,116

事業系

生ごみ ｔ 1,491 1,676

燃やせるごみ ｔ 2,363 2,618

燃やせないごみ ｔ 89 93

粗大ごみ ｔ 152 261

資源ごみ ｔ 64 64

計 ③ ｔ 4,159 4,712

資源化量

（資源回収以外）

燃やせないごみ・粗大ごみより回収 ｔ 486 492

生ごみより回収

※H29 年度から生ごみからのバイオガス分を追加
ｔ 449 470

資源ごみより回収 ｔ 640 694

計 ④ ｔ 1,575 1,656

資源回収

拠点回収 ｔ 78 60

集団資源回収 ｔ 1,374 1,433

資源回収の合計 ⑤ ｔ 1,452 1,493

合計 ⑥（②＋③＋⑤） ｔ 14,296 15,321

埋立処分量 ｔ 864 1,272

●リサイクル率（④＋⑤）/⑥ % 21.2 20.6

●市民１人・１日当たりのごみ排出量（家庭系※１） ｇ 602 624

（１）生活環境（身近な問題）

市民 1人・１日当たりのごみ排出量（家庭系）

目標値（令和７年度時点）

実績値（令和元年度）

リサイクル率

目標値（令和７年度時点） 25.0％
実績値（令和元年度） 21.2％

500ｇ/人・日

603ｇ/人・日

2

昨年度に比べて市民１人・

１日当たりのごみ排出量は減

少し、リサイクル率は増加し

ました。引き続き、市民運動

「エコたき」を推進して行く

とともに、市内全世帯に配布

した「ごみ分別ガイド」や広報

での周知などを確認してもら

い、市民間のごみ減量化とリ

サイクル意識の向上をめざし

ます。

令和元年度の評価
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２ 令和元年度における主な取組について

(１) 市民運動エコライフたきかわ（＝エコたき）の推進

滝川市では、新しい市民運動として、平成 28 年度からいつでも、どこでも、だれでも

簡単にできる「人」と「地球環境」にやさしい行動「エコたき」を推進してます。

令和元年度は「エコたき」の基本となる「エコたき４か条」の「コ（ゴミを減らして快

適ライフ）」を重点的な普及目標とし、専任講師から特別な指導を受けた高校生や短大生

が、保育所、小学校、こども科学館で子ども達に「日常の『もったいない』から考える地

球温暖化」、捨てるものを有効活用した工作教室「捨てずに上手にリサイクル」などの環

境教室を実施しました。

(２) 集団資源回収事業

町内会をはじめとした各種団体において、資源の回収を奨励し、回収された資源の量

に応じて、奨励金を交付するものです。

実施団体数 延べ 308 団体（前期 152 団体、後期 156 団体）

奨励金交付額 275 万円（前期 140 万円、後期 135 万円）

単位：ｔ

※四捨五入等の関係で計は一致しない。

(３) カレンダーリサイクル事業

年末年始に個人や事業所等で受け取るカ

レンダーや手帳などのうち、自ら使用する

見込みのないものを提供していただき、そ

れらを滝川市役所にて展示し、希望者に対

してその場でお渡ししました。期間中（第

１次／12 月 26 日、第２次(図書館）／12

月 27 日～1月 22 日）にカレンダー2,077

点、手帳 105 点が新たな持ち主に引き取ら

れ有効活用が図られました。

元年度 30 年度

区

分

紙パック X 1

紙 類 1,064 1,125

びん類 136 136

金属類

（スチール缶、アルミ缶、その他金属）
94 88

ペットボトル 79 81

その他 X 1

計 1,374 1,431
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(４) 滝川市リサイクルフェアの開催
市内でも屈指の規模のフリーマーケット

である滝川市リサイクルフェアは、今回も

空知自動車学校のご協力をいただき、同校

教習コースで開催の「WaiWai フェスタ」と

合同イベントとして実施しました。

実 施 日 令和元年９月 14日

出 店 数 60 店

来場者数 2,500 名（自動車学校発表）

(５) リユースショップ情報発信事業

資源の有効利用やごみ減量推進の一環として、製品等の再利用（リユース）の円滑化を

図るべく、市内で古物商を営む事業者店舗の情報を集約し「滝川市リユースショップ一

覧表」として情報提供を行いました。

情報発信依頼店舗数：７店舗

(６) 古着・古繊維の拠点回収について

ごみ減量やリサイクル率の向上を目的として、家庭で不要となった古着・古繊維の拠

点回収を滝川市役所や旧粗大ごみ処理センター(中島町 210)、江部乙支所で行いました。

令和元年度の回収量は約６ｔで、前年度より約１ｔ減となりました。

(７) 小型電子・電気機器の拠点回収について

ごみ減量やリサイクル率の向上を目的として、家庭で不要となった小型電子・電気機

器の拠点回収を滝川市役所と江部乙支所、まちづくりセンターで行いました。

令和元年度の回収量は約 27ｔで、前年度より約２ｔ減となりました。

(８) 雑がみの回収について
燃やせるごみの削減及び資源循環促進の一助として平成 26年４月から、新たに「雑が

み」を資源ごみに加えました。

令和元年度の回収量は 14ｔで、前年度より約７ｔ減となりました。

(９) 滝川市フリーマーケット情報交流事業

滝川市内で開催されるフリーマーケットの情報を滝川市公式ホームページや電子メー

ルを通じてＰＲし、フリーマーケットの活性化を支援する取組です。電子メールでの情

報は市内外を問わずあらかじめアドレスを登録していただいた方に対して随時、送信し

ました。

発信したフリーマーケット開催情報の件数：２件

(10) たきかわクリーンデーの実施

清掃による環境美化のみならず、清掃活動を通じた環境保全への意識高揚が期待される全

市一斉清掃「たきかわクリーンデー」を町内会・学校・事業所など多くの市民の皆様にご協力

いただき、春・秋の年２回実施しました。

実施期間 参加団体数等 参加人数

春 ４月 13日～５月 19日

144 団体

（町内会：125、事業所：4、団体９、学校：６）

ボランティア袋配布数：40 リットル／2,435 袋

5,829 人
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(11) 滝川市（公用）ボランティア袋の配布

まちの美化は、住民と行政が互いに協力し合って取り組むテーマであり、多くの人々が利

用する道路や公共施設がきれいになっていることは、「心地よさ」とともに地域や市全体の「誇

り」です。

きれいなまちで暮らすため、道路、公園、河川、公共施設などの清掃・美化にご協力いただ

ける団体・個人の皆様に、滝川市では無料でボランティア袋の配布を行っています。なお、ク

リーンデーに参加される方にも配布しています。

※令和元年度は、3,814 枚（40 リットル／2,598 枚、20リットル／1,216 枚）を配布。

20 リットル／1,690 袋

秋 ９月 21日～10月 27 日

69 団体

（町内会：58、事業所：４、団体：２、学校：５）

ボランティア袋配布数：40 リットル／1,115 袋

20 リットル／ 570 袋

2,981 人
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１ 令和元年度における数値目標の達成状況について

※原単位とは施設の延べ床面積あたり

(１) 省エネモニターの実施

内容：各家庭の生活の中でエネルギー消費を意識し、

効果的な省エネルギーにどのように取り組むべ

きかを考えていただけるよう、一般市民を対象

に省エネモニターを実施しました。

参加世帯数：17 世帯

モニター対象期間：令和元年８月分

～令和２年２月分

対象エネルギー：電気、ガス、灯油、ガソリン

（2）地球環境（地球全体の問題）

また、市役所くらし支援課のホームページから、開催情報の発信依頼や

情報登録ができますので、ご利用ください。

モニター世帯における二酸化炭素排出量

滝川市の公共施設におけるエネルギー消費量

目標値 原単位で年平均１％削減

実績値 （令和元年度）4,387kl
※前年比 97.6％

※モニターとして参加した方には、環境省

や北海道が発行している「省エネ」に役
立つパンフレットを配布しました。

省エネモニターの CO2 排出量

目標値 年平均１％削減

実績値（令和元年度）

前年比 2.84％ 減

★二酸化炭素排出量算出方法
17 世帯の使用量の合算を環境省が定める CO2

排出量の計算式にあてはめ算出しています。

灯 油 16,870（L）×2.49

ガ ス 483(㎥)×5.97
電 気 31,388(kWh)×0.681
ガソリン 2,115(L)×2.32

= 42,006kg
= 2,883kg

= 21,375kg
= 4,906kg

環境省の補助事業を活用し、2030 年度まで日本政府が進める国民運動「COOL

CHOICE（＝賢い選択）と市民運動「エコたき」をキーワードにした「COOL CHOICE

でエコたき」を柱とした普及啓発事業を行い、市民や事業者に省エネルギーやゴ

ミ削減を主とした CO2 削減活動に努めるよう周知しました。今後も、地球温暖化

防止の普及啓発事業を継続して行うほか、ホームページや新聞などを通して、年々

深刻化する地球温暖化の現状を知ってもらい、市民が温暖化防止に向けて、市民

自ら考え・行動できるような呼びかけを行っていきます。

令和元年度の評価

灯油, 
42,006, 

59%

電気, 
21,375, 

30%

ガソリン, 
4,908, 7%

ガス, 2,882, 
4%

二酸化炭素排出源の構成割合
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(２) 滝川市の公共施設におけるエネルギー消費量について

滝川市が管理する公共施設全体で令和元年度１年間に消費したエネルギー量は、原油

量に換算すると 4,387 キロリットルになりました。

(３) 二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金を活用した事業の実施について

平成28年度から二酸化炭素排出抑制対策の一環として、環境省の標記補助金を活用し、

地域の将来を担う若者たちへの環境教育を主題とした事業を、市内教育機関や企業と連

携して実施しました。

主な実施内容は以下のとおりです。

実施内容 備考

空知自動車学園を連携したエコドライブ講習会・エ

コドライブメールマガジンの配信

卒業講習会 311 名

高齢者講習会 985 名

メールマガジン 14 回（うち６回はオ

リジナル動画を配信）

自動車学校と連携したイベント「そらち WaiWai フ

ェスタ＆滝川市リサイクルフェア」でのエコカー展

示とエコドライブシュミレーターによるエコドラ

イブ体験ブースの出展

来場者数：2,500 名

北海道環境財団による高校生を対象とした環境学

習リーダー養成講座

環境学習リーダーによる保育所児童への環境教育

の実施

地球温暖化防止活動普及大使養成講座

地球温暖化防止活動普及大使による小学校での環

境教育の実施

２校 106 名

環境シンポジウム in 滝川市立開西中学校 150 名

環境市民大会「環境シンポジウム in滝川高校」 来場者数 514 名

STOP地球温暖化！！COOL CHOICE から学ぶ環境教室

in 開西中学校

150 名

「COOL CHOICE でエコドライブ啓発ぬり絵＆クー

ルビズ／ウォ―ムビズ啓発展示」

地球温暖化防止活動普及大使による消費者まつり

での「COOL CHOICE 啓発ブース」出展

「COOL CHOICE でエコたき」ステッカー制作と広告

掲出

・市内線バス 20 台・タクシー３社 75台

・公共施設 30 か所・公用車５台

滝川市の公共施設エネルギー消費量（１年間に消費したｴﾈﾙｷﾞｰ量を原油量に換算）

3,205 3,166 3,061 3,101

1,601 1,665
1,419 1,286

0
500

1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500

H28 H29 H30 R1

市長部局 教育委員会
単位：KL
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(４) バイオマスのエネルギー利用

① 生ごみのエネルギー利用

東滝川にある中空知衛生施設組合リサイクリーン（滝川市のほか赤平市、芦別市、雨

竜町、新十津川町と共同運営）では、各市町で分別回収された生ごみ(一般廃棄物)か

ら、メタンガスというエネルギーを取り出しています。メタンガスは発電機やボイラー

の燃料として供給され、電気や熱に変換され施設運営等に活用されています。

② 下水道汚泥のエネルギー利用

滝川市の下水道は石狩川流域下水道(北海道及び６市４町により運営)に接続されて

おり、奈井江町内にある下水道処理施設（奈井江管理センター）に送られ浄化されます。

そこでは、浄化処理の過程で有機物からメタンガスを取り出し、生ごみ処理と同様、

得られたガスを電気や熱に変換して利用しています。

※発電量：北海道内の一般家庭における平均年間消費電力に換算すると約133世帯分に相当

※Ⅱ～Ⅳの滝川市分は下水処理量の割合から按分した値です。

③ 可燃ごみ焼却によるエネルギー利用

滝川市の可燃ごみは、中・北空知廃棄物処理広域連合（５市９町により組織）が設置、

管理及び運営している歌志内市にある一般廃棄物焼却処理施設（中・北空知エネクリー

ン）に搬入、処理されます。施設はエネルギー回収推進施設として、ごみを焼却したとき

に出る熱を利用して蒸気タービンで発電しています。発電した電気は、施設内で使われ、

余った電気は売却し、有効活用しています。

※発電量：北海道内の一般家庭における平均年間消費電力に換算すると約1,1４１世帯分に相当

※Ⅱ・Ⅲの滝川市分は、Ⅰの割合から按分した値です。

施設全体 滝川市分

Ⅰ 汚泥処理量（ｔ） 2,860 1,190
Ⅱ 消化ガス発生量（㎥） 1,425,000 594,680
Ⅲ 消化ガス使用量（㎥）

→消化ガス発電等として利用
1,152,000 480,750

Ⅳ 発電量(kWh) 1,146,000 478,240

施設全体 滝川市分

Ⅰ 可燃ごみ搬入量（ｔ） 23,598 8,560
Ⅱ 可燃ごみ焼却量（ｔ） 22,647 8,215
Ⅲ 発電量（kWh）

→売電（kWh）
11,332,880
→6,767,729

4,110,918
→2,454,944

◆リサイクリーンで生ごみから生み出された電気と熱

滝川市内から排出された生ごみ

（令和元年度）

変換

変換
3,075ｔ

発電量

712,815 kwh
北海道内の一般家庭における平均年間消費

電力に換算すると約198世帯分に相当

ボイラー使用ガス量

22,357㎥
灯油に換算すると約17,900㍑分に相当

※それぞれ、施設全体の発電量及びボイラー使用ガス量に滝川市の生ごみ排出割合(61.2％)を乗じた値です。
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(５) 市内公共施設における太陽光発電設備のデータの公表

平成 22 年度に設置した滝川市役所庁舎壁面の太陽光発電設備のほか、滝川市内の公

共施設（北海道滝川高等学校、札幌地方検察庁滝川支部、滝川第三小学校、滝川ふれ愛

の里）に設置されている太陽光発電システムの発電量も集計し、滝川市公式ホームペー

ジにおいて公表しています。

各施設における発電量について

ⅰ）滝川市役所 ⅱ）北海道滝川高等学校

ⅲ）札幌地方検察庁滝川支部 ⅳ）滝川第三小学校 ⅴ）滝川ふれ愛の里

・出力：５kW

・角度：90°

・年間発電量：3,809.1kWh

・設置年月日：平成 22 年 12 月

・出力：20kW

・角度：50°

・年間発電量：23,312.6kWh

・設置年月日：平成 22 年 12 月

・出力：５kW

・角度：45°

・年間発電量：6,050.4kWh

・設置年月日：平成 22 年７月

・出力：12kW

・角度：45°

・年間発電量：12,888.91kWh

・設置年月日：平成 27 年 4月

・出力：10kW

・角度：90°

・年間発電量：10,030.8kWh

・設置年月日：平成 27 年 3月

※発電量合計は、集計機器トラブルや雪害等の影響で全ての施設の数値が反映されていません。

5,031 4,986

4,107 3,847
3,405

3,756
3,259

1,672
1,183

2,372
2,896

3,897

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

令和元年度 月別発電量
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(６) 町内会街路灯切替促進補助金

町内会等が維持・管理する街路灯を LED に切替促進促進するための補助金を支出しま

した。

令和元年度実績：438 灯

※街路灯の LED 化率 70.4％（LED：4,146 灯、LED 以外：1,744 灯 合計 5,890 灯）

(７) 市内コミュニティセンター等の照明を LED へ切替しました。

コミュニティセンタ名 場所 切替数

三世代交流センター北地区分館 事務室 ４基

西地区コミュニティセンター １階ホール ６基

北地区コミュニティセンター 会議室 ８基

中地区コミュニティセンター 事務室 ３基

緑地区コミュニティセンター
１階ホール ６基

会議室 ６基
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「たきかわエコネット」の

新規登録団体増加並びに既存

団体への自然保護活動実施の

呼びかけや支援、農業体験の

実施などについては、生き物

や自然の大切さを知り、限り

ある資源に感謝する心を育て

るために必要不可欠なもので

す。今後も、民間団体や教育

機関、各所管との相互協力を

進めながら、それぞれの拡大

に向けて継続的に取り組んで

行きます。

１ 令和元年度における数値目標の達成状況について

２ 令和元年度の主な取組等について

(１) 地域農業の振興と住民等との交流促進のための取組

①そらちワイン×ワイン Festa

開催日 令和元年８月 31 日

場 所 滝川市保健センター横特設会場

来場者 1,000 名

内 容 空知管内のワイナリー・ヴィンヤ

ードが出荷している 18種類のワイ

ンや滝川産クラフトビールを販売

したほか、生産者、ソムリエによ

る滝川産ブドウを使用したワイン

の紹介や音楽ライブ、抽選会等の

ステージイベントを実施し、来場

されたお客様に空知産ワインと空知の食の魅力を発信しました。

②「滝川おもしろ食育塾」による取組

開 催 日 令和元年６月５日～12 月 18 日

対 象 國學院大學北海道短期大学部幼児・児童 児童教育コース２年

（３）自然環境・農業（自然・農業の保全）

農業体験授業（事業）実施校数

目標値（平成 28 年度～令和７年度累計）

実績値（平成 28～令和元年度累計）

○令和元年度の実施校 17 校（順不同）

滝川幼稚園、白樺幼稚園、一の坂保育所、江部乙保育所、花月保育所、中央

保育所、二の坂保育所、第一小学校、第二小学校、第三小学校、東小学校、

西小学校、江部乙小学校、明苑中学校、江陵中学校、江部乙中学校、國學院

大學北海道短期大学部

150 校

60 校

令和元年度の評価

エコネット登録団体の自然保護活動参加人数

目標値（平成 28 年度～令和７年度累計）

実績値（平成 28～令和元年度累計）

○NPO 法人まち・川づくりサポートセンター

・石狩川クリーンアップ作戦／100 名

・みんとち自然体験楽校／96 名

・WET プログラム／3,483 名

○江部乙丘陵地のファンクラブ

・フットバス参加者／97 名

○滝川おもしろ食育塾（農業体験）

・青年期食育教室／167 名

8,700 人

7,080 人

たきかわエコネット
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内 容 稲作体験（田植え、生き物観察、稲刈り・はさがけ、脱穀）

調理実習（収穫祭）など

参加人数 延べ 167 人(全５回)

③農業体験の推進

グリーンツーリズムに係る取組

「そらちＤＥい～ね」を介した受入事業

時 期 令和元年６月６日～令和元年 10 月２日

参加人数 ９校 86人

受入農家 延べ 22戸

(２) 自然とふれあいの取組

「たきかわ環境フォーラム」による取組

■エコカフェの開催（令和元年８月 24日（土）～令和元年２月 24日（日）（全２回））

※テーマに沿って講師を中心に身近な環境問題について語り合う集いです。

■平成 28 年度より、滝川市南東部の石狩川水系空知川において COD（化学的酸素要求量）

値を測定するために行っていた「身近な水環境の全国一斉調査」への参加は、滝川高等

学校科学部へ引き継ぎました。

(３) 川との共生に向けた取組

「NPO まち・川づくりサポートセンター」による取組

◆みんとち自然体験楽校（団体） ※みんとち=アイヌ語でカッパの意味

１年を通じて石狩川の自然を体験してもらうため、春・夏・秋・冬の４つのコース

を計画し、石狩川から学ぶ自然体験活動を通して、自然からの発見と体験の面白さを

直接経験する内容を計画しました。また、活動を通して仲間との協力や異年齢との人

間関係を学び、社会性や郷土愛が育まれることも期待できます。

（滝川市内の小学校３年～６年生を対象として参加者を募集）

①春コース みんとちのひみつ

開 催 日 令和元年６月９日

参加人数 23 名

内 容 石狩川周辺の春の自然観察を

行った。天候に恵まれ「石狩川

再生の森」までの植物や野鳥の

観察をしたり、笹船やお面作り

など草花遊びを楽しんだ。

参加者は、五感をフル活用し、

発見する楽しさを味わった。

事業名概要 講 師

①「漢方薬創 その魅力を語る」

開催日：令和元年８月 24 日（土）

場所：まちづくりセンター「みんくる」

菊地 原氏

夕張ツムラ

②ドキュメンタリー映画「とりもどす」

開催日：令和２年２月 24 日（月・祝）

場所：まちづくりセンター「みんくる」

藤野 智明氏

（同映画監督）

たきかわエコネット

たきかわエコネット
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②夏コース みんとちの冒険

開 催 日 令和元年７月 27 日～28日

参加人数 27 名

内 容 前日の雨のため石狩川が増水

し、近寄ることも危険な状態だ

ったため、ラウネ川で活動を行

った。強風の中、ラウネ川の端

を目指して力を合わせてＥボー

トを漕いだり、普段は入れない

排水機場の水路で川流れを行っ

た。

子供たちは、普段とは違う川

の様子を目前にし、災害（水害）の恐ろしさも実感。川と暮らすことや、

防災の基礎知識も学んだ。夜は段ボールを利用した防災キャンプを行い、

非常食を食べ、避難所生活の疑似体験をした。

２日目は、白地図に色を付けて自分の住んでいる地域の特色を知るこ

とや災害を想定した図上訓練を行った。

２日間の体験を通して、身近な川と災害・川の危険性、川の環境保全、

川遊びの楽しさなど、楽しさと危険性の両面について意識を高めること

ができた。

③秋コース みんとちの知恵

開 催 日 令和元年９月 22 日

参加人数 20 名

内 容 サケの遡上や自然産卵の観

察を通して、環境の変化や動

植物とのつながりについて興

味や関心を持つことをねらい

に行った。

また、秋の実りを生活に生

かす自然物を活用した創作活

動を行ったり、夏コースで実

施できなかった魚すくいや滝川産リンゴの味比べなど秋の自然を五感で

体験した。

④冬コース みんとちのかくれ家

開 催 日 令和２年２月２日

参加人数 26 名

内 容 冬の石狩川周辺の自然を観察

し、水の変化や北海道ならでは

の雪に親しむ活動を行った。

イグルー制作では、今年は降

雪量が少なく、雪を踏み固めて

ブロックを切り出す方法は困難

なため、湿らせた雪を型に入れ

てブロックを作り積上げる方法

で行った。午後は、スノーシューで雪原を歩いたり、動物の足跡をたどっ

たり、冬芽を観察したり、雪に閉ざされていても、生物は春の準備をして

いることや生命を維持していることなどを体験的に学んだ。

◆「滝川地区地域防災施設（川の科学館）」来館者への普及活動

●来館者：4,351 人



14

◆滝川地区地域防災施設を活用した環境・防災の学習

●プロジェクト WET

①流水実験

実験装置で流れる水の働き（浸食・運搬・

堆積）を観察し、狭い川と広い川の水の比較

、流れる水の働きによる地形の変化を分かり

やすく説明した。

また、水量が増える原因やその結果につい

ても考えさせ、気象や地形，川との暮らしや

災害との関連についても気づいたり考えたり

できるようにした(参加人数 874 名)。

②自然再生ジオラマ

石狩川は、長さ日本第３位の一級河川であ

る。実験装置で蛇行している川と治水により

直線になった川の違いを目で確かめることに

より、流速や低地の様子、川の役割などを学

年に応じて分かりやすく説明した。また、石

狩川とともに人々の暮らしや産業が発展した

ことにも気づかせた(参加人数 874 名)。

③水の環境学習

地球上を取り巻く水や地球環境について体

験的に学ぶ活動として、「驚異の旅」「水リン

ピック」「水のババ抜き」「青い惑星」など手

軽に出来るアクティビティを行った

(参加人数 1,264 名)。

④石狩川１/1000 模型で調べよう(ﾘﾊﾞｰｳｫｰｸ)
神居古潭から石狩湾までの流域で合流する

河川名、市町村名、ショートカットによりで

きた三日月湖を調べたり、石狩川の中流域の

様子や滝川市の近隣市町の様子を模型の川を

歩きながら確認したり水と触れ合った。

(参加人数 222 名)

※ プロジェクトＷＥＴ(Water Education for Teachers)とは･･･
世界 66 以上の国と地域で活用されている水教育プログラム「プロジェクト WET(Water Education for

Teachers)」は、子どたちが主体的・対話的で深い学びが得られるように開発され、アクティブ・ラーニング
の視点と合致するツールです。

（出典：公益財団法人河川財団プロジェクト WET ジャパン)
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⑤川から自然環境を考える活動（川下り）

川から見る自然を体験してもらうため、Ｅ

ボート（10 人乗りのゴムボート）による川下

りを実施した。石狩川や支流の空知川下りを

通して、参加者それぞれが河川環境や文化・

歴史・暮らし、災害・減災・防災などについ

て気づいたり考えたりしてもらった。。

参加者は、川底の太い流木や川岸の漂流物、

浮遊するプラスチックゴミなどを目の当たり

にし、流域全体で環境を考えることが大切で

あることなどに関心を寄せていた。

また、空知川では、今では採炭されなくなった石炭の大露頭を川から見ることができ、

地域の産業遺産にも関心を持っていた。(参加人数 230 名)

⑥人材の育成

川や自然体験を普及するため、「ＷＥＴ

（water education for teachers）エデュケ

ーター講習会」を開催した。参加者は、國學

院大學北海道短期大学の学生や空知管内の教

員を対象に行った。教職を目指す大学生には、

講習会終了後、ボランティアて活動の機械を

提供した。(参加人数 19名)

●環境美化活動

石狩川クリーンアップ作戦

開 催 日 令和元年５月 26日

参加人数 10 団体約 100 名

内 容 私たちの暮らすまちや川をきれいにし、豊かで過ごしやすい空間になるよう

に、河川愛護団体や町内会、ボランティア等の団体に呼び掛けて、石狩川やラ

ウネ川周辺のゴミ拾いを行った。年々、ゴミの量は減ってきている。
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(４) 森との共生に向けた取組

「江部乙丘陵地のファンクラブ」による取組

■フットパス事業（全６回）

開 催 日 令和元年５月 26 日～

令和２年１月 26 日

内 容 江部乙丘陵地を歩いて、

自然観察等を行った。

参加人数 延べ97人

■野鳥の会滝川支部

定期的に野鳥や自然の観察会を実施。詳細は野鳥の会のホームページを参照。

(５) そのほか、たきかわエコネット登録団体の取組

■滝川消費者協会の取組

第 45 回滝川消費者まつり

開 催 日 令和元年10月５日

内 容 環境ブースの出展、地産

野菜の無料配布、リメイク

ファッションショーなどを

実施した。

地球温暖化防止活動普及

大使として活動する國學院

大學北海道短期大学部の学

生による環境ブースの出展、

北海道滝川高等学校に通う

学生ボランティアの参加な

ど若者から高齢者まで幅広

い世代の市民が参加した。

来場者数 330人

「ＮＰＯ法人まち・川づくりサポートセンター」、「たきかわ環境フォーラム」、「江部乙丘陵地のフ

ァンクラブ」、「滝川消費者協会」は、市内で活動する民間団体として、それぞれユニークな取組を展

開しており、『自然環境・農業（自然・農業の保全）』、『環境コミュニティ（人とのつながり）』で特に

取り上げさせていただきました。それぞれの団体につきましては、たきかわエコネット(P21 参照)に

も記載されていますので、そちらもご覧ください。

なお、民間団体の取組については、今後も積極的にピックアップしていきたいと考えていますので、

まずは「たきかわエコネット」へのご登録をお願いします。

○民間団体の活動のピックアップについて

たきかわエコネット

たきかわエコネット
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先生役となる高校生や短大生などの

若い世代が、環境保全に取り組むこと

で、地域住民の関心を高め、市民が自ら

の行動を振り返り、個々の意識向上に

繋げることが期待できます。さらに、環

境学習リーダーとなる若者自身も様々

な人との関わり、また人に教える経験

を通して、環境に関する知識を深める

とともに、協調性や自主・自立性を養

い、将来の地域づくりを担う人材に成

長する貴重な場になっています。

今後も市内の教育機関や環境団体等

と連携し、多くの市民が環境問題につ

いて考える機会を提供していきます。

令和元年度における数値目標の達成状況について

２ 令和元年度の主な取組等について

(１)（公財）北海道環境財団による高校生を対象とした環境学習リーダー養成講座の実施

次世代を担う高校生が専門的な講座受講や子ども達に教えるという活動を通して、高

校生自身も自らの行動を振り返り、自分自身で考え、人と地球に優しい行動ができるよ

うになることを目的に実施しました。

文部科学省からスーパー・サイエンス・ハイスクールに認定されている北海道滝川高

等学校理数科１年生 31 名が、北海道環境財団が実施する専門的な環境講座を受講し、子

ども達が環境教育を実施する際に必要なノウハウを学んだほか、講座の受講を通して、

高校生自身が普段の生活を振り返り、「人」と「地球環境」について再度考え、責任ある

行動がとれる人材を育成する場として活用しました。

◆養成講座実施期間 令和元年 10月２日（水）～12月 11 日（水）

(２)地球温暖化防止活動普及大使

國學院大學北海道短期大学部で小学校教員を目指し、教職課程を履修する学生を「地

球温暖化防止活動普及大使」として養成。普及大使には専門的な知識が必要となるため、

環境教育に長年携わる北海道環境財団に指導・助言を仰ぎ、地球温暖化問題や国民運動

「COOL CHOICE」の背景等の基礎的な情報、民生・家庭部門における取組推進における考

え方等、基盤的な知見や伝え方のノウハウなど同財団が保有するオリジナルプログラム

を学んでもらいました。

環境学習リーダー養成講座受講者数

目標値（平成 18 年度～37 年度累計） 350 人

実績値（令和元年度累計） 316 人

（うち令和元年度 37 人）

環境市民大会※における参加者の平均評価点

目標値 85 点以上

実績値（令和元年度） 90.7 点

※環境市民大会は、環境に関する市民からの意見等を聴取

する場として市が毎年度開催することとしています。

令和元年度の評価

（４）環境コミュニティ
☆平成30年度までの状況
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◆地球温暖化防止活動普及大使による環境教室

①滝川市立第一小学校 ５年生児童 40名対象 令和元年 11 月 17 日

②滝川市立東小学校 ５年生児童 66名対象 令和元年 12 月４日

③環境屋台ワークショップ

in こども科学館（高大連携事業） 80 名 令和元年 12月 10 日

主 催 滝川市

共 催 國學院大學北海道短期大学部

内 容 「地球温暖化防止活動普及大使」である國學院大學北海道短期大学部幼

児・児童教育学科児童教育コース２年生６名が、市内保育所並びに小学校

において、「COOL CHOICE とは何か」や「地球温暖化の現状とその防止対

策」についての環境教育を行い、子ども達が地球温暖化の現状に興味・関心

を持つきっかけづくりをしました。

短大生が環境教育を行うことで、次世代の「普及大使」の育成に貢献する

とともに、異年齢交流を推進し、地域における環境コミュニティの創造・拡

大を図りました。

(３)環境シンポジウム in滝川市立開西中学校

開 催 日 令和元年 11月８日

場 所 滝川市立開西中学校

参 加 者 150 名

演 題 「落語で学ぼう ゴミ問題と地球温暖化」

講 師 桂 三段 氏

(４)環境市民大会「高校生環境シンポジウム in滝川高校」

主 催 滝川市

共 催 北海道滝川高等学校

開 催 日 令和元年 11月９日
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場 所 北海道滝川高等学校 体育館

人 数：514 名

【第１部】基調講演

演 題 「落語で学ぼう ゴミ問題と地球温暖化」

講 師 桂 三段 氏

内 容 暮らしと地球温暖化の関係を学び、年々深刻化する地球温暖化の防止に向

けて、家庭や地域で取り組まなければならないことを認識する。

【第２部】活動報告＆学習成果発表会

内 容 石狩川マイクロプラスチックの調査

天売島の海鳥のくらしと海岸に流れ着く漂流ゴミについて

(５)滝川市立開西中学校での地球温暖化防止講演会＆ワークショップ

主 催 滝川市

共 催 滝川市教育委員会

講 師 公益財団法人北海道環境

財団

開 催 日 令和２年２月 12日

場 所 滝川市立開西中学校

体育館

参加人数 150 名

内 容 「地球温暖化の現状と防

止策」をテーマとした講

演・ワークショップ

(６)市内全保育所と連携した COOL CHOICE でエコドライブ＆クールビズ・ウォームビズ啓

発展示

主 催：滝川市

共 催：空知自動車学校

開 催 日：夏／令和元年６月 25日～10 月 31 日

冬／令和元年 11月１日～令和２年２月 29 日

場 所：滝川市立図書館

内 容：滝川市内全保育所の協力を得て「COOL CHOICE でエコドライブ」のぬり絵展

示を行いました。また、展示に合わせてクールビズ、ウォームビズの啓発展

示も同時開催しました。
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（７）「COOL CHOICE でエコたき」ステッカー掲示

主 催 滝川市

掲示期間 令和元年 11月 1日～令和２年２月 29 日

内 容 昨年度実施の「地球温暖化防止」をテーマにしたポスターコンテストの

優秀作品をステッカーに加工し、市内を走るバス 20台、タクシー75 台、

公用車５台、市内公共施設 30か所に掲示し、地球温暖化防止の啓発活動

を行った。
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たきかわエコネット登録団体：８団体(令和２年３月末現在)

団体名 活動内容 団体名 活動内容

「緑とエコ」サポーターネット 当会は平成13年６月10日に行われた「石狩

川ルネサンスの森」の創設時に、森林の持つ多様

な機能の育成と緑によるゆとりと潤いのある環

境の整備を図り、循環型社会づくりを進めること

を目的として設立しました。

これまでの主な活動は、毎年行われる「石狩川

ルネサンスの森」整備事業であり、その他には、

石狩川の水源の１つである南富良野町にあるか

なやま湖で「水源の森創造交流会」などを行って

います。

日本野鳥の会滝川支部
滝川市を中心に空知管内でバードウォッチングを通

して自然保護活動を続けています。石狩川と空知川の

2大河川が流れる空知には広大な河川敷地と河畔林が

あり、草原や森林を好む鳥たちの重要な繁殖地となっ

ています。

また、河川改修でできた三日月湖も多く残っていて、

渡り鳥たちが旅の途中で羽を休め繁殖地や越冬地に向

かいます。そんな野鳥たちの観察記録を蓄積し、鳥た

ちの生息環境の保全活動をしています。

江部乙丘陵地のファンクラブ 江部乙丘陵地は農村部に珍しいほどの豊かな

自然を生み育ててきた土地です。

私たちは、この地に多くある魅力を道内はもと

より日本全国へ発信するため、フットパスや自然

観察会を軸とした地域密着型の環境への取組を

行っています。

私たちの取組が、地域の活性化に少しでも役立

てば幸いです。

たきかわ環境フォーラム 市民グループ「たきかわ環境フォーラム」は、１つ

のキーワードを掲げて活動しています。それは「エコ

アップ！」。

私たちが暮らす地域の環境を見つめ直しながら、少

しずつ「自然の豊かさ」を高めていこう、という願い

を込めました。実現のために情報を集めたり、その情

報を再発信したりする役目も果たせたらと思っていま

す。

滝川消費者協会 本会は環境保全への取組はもちろんのこと、消

費生活の安定向上及び消費の合理化普及を目指

すため、各種イベントを開催し、会員相互の親睦

及び一般消費者とのふれあいを目的に事業を行

っております。

滝川おもしろ食育塾 滝川市内の未成年者の農業体験を主軸とする食育教

育年々、ゴミの量は減ってきており、活動の成
果を実感している。の企画、現場活動を行っていま
す。

中空知で生まれ育った子供たちが、命をつなぐ食と

人との関わりを五感で感じることや、故郷の農村に誇

りを持っていただくことなど、その後に良い影響を受

けてもらうことを目標に活動しています。

手紬染織工房たきかわ 滝川で飼育されている羊の毛を主に使い、身近

にある草木で自然の色を染め、糸を作って織物や

編み物など、日常的に使用できる作品を作り、販

売することで羊毛の暖かさや、自然の色の素晴ら

しさを知ってもらうことを目的として活動して

います。

まち・川づくりサポートセンター 石狩川再生の森整備、ゴミ拾い活動、水防水難訓練

支援（レスキュー訓練、舟漕ぎ大会）、たきかわ子ど

も水辺協議会の活動、指導者の育成（RAC、CONE、

プロジェクトＷＥＴ・ワイルド・ラーニングツリーな

ど）

※登録団体のイベント情報などをくらし支援課のホームページに掲載し、市民へ

周知しました 実績 7回



環境都市宣言

わたしたちのまち滝川は、石狩川と空知川に

育まれた豊かな大地と自然の恵みを受けて、健

康で文化的なまちとして発展してきました。

しかし、今、人々の営みは、豊かな自然や調

和のとれた地球環境に大きな影響を与えてい

ます。

21 世紀を迎え、わたしたちは、地域の優れた

環境を再生し、美しい地球を未来に引き継ぐた

め、環境にやさしいまちづくりに努めることを

誓います。

平成 15年１月１日

滝 川 市
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